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宮

昭
和
八
年
度
来
本
道
に
於
け
る
鮭
鱒
際
化
場
は
這
鴎
夜
営
の

も
の
三
個
所
(
千
歳
、
-
虹
別
、
留
別
〉
民
営
五
十
五
ケ
所
て
英

の
勝
化
能
力
は
鮭
四
億
一
千
四
十
万
粒
、
鱒
一
億
九
千
八
百
万

粒
で
あ
り
僻
化
放
流
数
は
鮭
二
億
一
千
万
尾
‘
鱒
七
千
四
百
万

国
間
(
昭
和
四
年
度
以
降
五
ヶ
年
卒
均
)
で
あ
っ
た
。

-
然
し
這
隠
は
之
等
兵
管
勝
化
場
を
統
制
す
る
必
要
を
認
め
、

集
を
ね
っ
て
昭
和
九
年
一
月
十
一
一
、
十
三
の
両
日
活
水
産
曾
機

上
に
於
け
る
協
議
曲
目
に
理
由
を
具
し
て
統
制
方
式
を
提
案
し
た

理

由

一
、
内
陸
水
団
の
開
護
準
反
に
伴
う
鮭
鱒
震
卵
尿
の
荒
廃
と

漁
獲
力
の
増
進
と
は
更
に
有
効
な
人
工
勝
化
事
業
を
行
っ

て
培
殖
の
賓
を
上
げ
る
必
要
が
る
る
。

-開・4・
一.園圃園同企

健

夫

原

二
、
勝
化
放
滋
に
依
る
佃
蹄
鮭
鱒
は
濁
り
放
流
河
川
附
近
の

み
で
な
く
近
傍
に
於
て
本
漁
獲
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
の
で

全
泊
に
渉
っ
て
利
益
を
均
て
ん
せ
し
め
る
必
要
が
あ
る
。

一
一
一
、
勝
化
事
業
の
効
果
を
増
進
確
保
す
る
に
は
多
数
勝
化
場

の
有
機
的
な
結
合
に
依
っ
て

A
、
政
入
不
足
に
依
る
経
営
者
損
失
の
危
険
を
分
配
す
る

B
、
経
営
費
を
節
約
す
る

c
、
霞
卯
の
移
殖
補
充
を
円
滑
に
し
地
方
的
漁
獲
の
公
平
・

を
期
す

D
、
各
種
障
害
え
の
針
抗
宏
強
固
な
ら
し
む

四
、
民
営
で
は
収
入
不
足
を
懸
念
し
親
魚
鋭
獲
に
陥
り
且
つ

往
h
管
利
経
管
主
義
に
走
り
回
勿
〈
、
し
た
が
っ
て
効
果
を

奉
げ
難
い
か
ら
官
管
と
し
て
採
卵
を
確
賓
に
寅
施
し
て
嘆

の
目
的
を
達
成
す
る
。



s 

、
豆
、
在
来
の
北
海
道
人
工
勝
化
事
業
取
締
規
則
ハ
昭
和
三
年

五
月
二
十
六
日
北
海
道
府
総
令
第
三
十
七
号
)
に
依
る
監
督

制
度
だ
け
で
は
徹
底
を
欠
く
の
み
な
ら
ず
経
管
者
聞
の
・
有

機
的
連
絡
を
欠
く
う
ら
み
が
あ
っ
た
篤
に
効
果
を
減
設
し

賠
責
の
節
約
受
困
勲
な
ら
し
め
る
@

遁
隠
は
昭
和
九
年
三
月
二
十
九
比
一
一
一
十
八
民
営
醇
化
場
の
財
産

及
物
品
主
因
に
無
偵
寄
附
せ
し
め
て
之
等
を
従
来
の
千
議
、
虹

別
λ

留
別
の
一
一
一
勝
化
場
に
立
〈
々
附
属
さ
せ
る
事
に
し
た
。

同
年
六
月
五
日
に
現
水
産
勝
化
坊
の
前
身
た
る
北
海
道
鮭
鱒
熔

化
場
空
創
設
し
全
越
を
五
回
に
分
け
て
支
場
少
設
置
す
る
事
に

し
て
此
庭
ぷ
官
告
勝
化
場
が
護
た
し
た
わ
け
で
あ
る
。

営
時
の
一
写
楽
誕
出
方
訟
は
設
備
民
枚
資
及
負
債
墜
理
設
用
を
捻

出
せ
し
め
る
潟
に
向
う
五
ヶ
年
聞
は
捕
獲
事
慌
を
従
来
の
組
合

に
委
托
代
行
せ
し
め
採
卯
後
の
親
魚
を
無
出
父
付
す
る
事
に
し

た
昭
和
十
一
年
本
場
ケ
一
札
腕
市
に
移
し
昭
和
十
六
年
閤
費
削
出
管

よ
り
地
方
費
税
営
と
な
り
‘
北
海
道
水
産
際
化
場
と
改
稿
し
た

以
来
支
那
事
境
、
大
東
川
且
戦
争
等
戦
時
態
勢
下
に
事
業
を
継
続

し
て
来
た
が
指
設
の
補
修
盤
面
に
は
殆
ん
ど
手
を
ふ
れ
る
事
な

〈
経
験
を
担
え
た
の
で
あ
る
。

二
.
終
戦
後

終
験
後
の
諸
朕
勢
は
全
面
的
な
一
段
管
を
行
う
に
は
更
に
困
難

な
吠
況
で
あ
っ
た
。
然
し
既
に
園
後
、
母
捉
を
喪
失
し
た
現
在
、

に
於
て
は
笑
。
失
仲
間
に
依
る
資
源
の
損
失
を
本
道
内
に
於
て
カ

バ
ー
し
焔
来
。
漁
獲
を
維
持
す
る
鑓
に
必
要
な
措
置
を
強
力
に

と
ら
れ
ば
な
ら
わ
事
ね
聞
か
で
あ
っ
た
。

此
の
間
昭
和
十
六
年
よ
り
ご
十
一
年
記
は
治
安
強
算
に
依
り

昭
和
二
十
二
竿
皮
か
ら
は
長
杯
符
殻
算
に
依
り
英
々
寅
砲
し
て

現
在
に
至
っ
た
が
昭
和
ご
十
三
年
度
閤
費
預
算
に
於
て
は
じ
め

て
公
共
事
業
費
預
算
の
設
定
を
見
、
こ
れ
と
施
設
費
及
活
費
に

依
る
治
夫
合
修
繕
費
等
の
新
迅
預
算
に
依
っ
て
全
国
的
な
蹄
化

場
捕
獲
場
の
改
修
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
寅
施
の
国
に
於
て

筒
摂
生
し
て
来
一
七
種
々
の
陸
路
は
ど
う
し
て
本
金
道
一
一
五
ケ

所
の
捕
獲
場
と
四
十
二
ケ
所
の
醇
化
場
を
直
営
す
る
事
伐
全
く

不
可
能
で
あ
っ
た
@

英
の
錨
に
は
又
再
び
捕
獲
卒
業
の
一
部
を
誼
嘗
な
る
圏
体
に

委
託
し
て
珠
算
使
川
の
有
効
化
を
計
ら
わ
ば
な
ら
ぬ
獣
勢
と
な

っ
た
。再

び
此
の
問
題
そ
検
討
し
は
じ
め
た
の
は
昭
和
三
十
一
一
一
年
の

春
で
あ
っ
た
。
常
時
は
法
的
根
擦
を
有
す
る
北
海
通
鮭
鱒
養
殖

水
産
組
合
に
左
記
万
針
に
依
っ
て
一
括
委
託
す
る
事
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
〈
昭
和
二
十
一
一
一
年
七
月
十
日
の
水
護
常
任
委
員
曾

に
於
て
承
認
〉

~ 



此
の
象
の
骨
子
は
飽
く
迄
も
国
家
を
中
心
と
し
て
行
は
る
べ

き
も
の
で
あ
る
事
を
前
込
と
し
て
論
を
進
め
必
要
る
る
場
令
は

統
一
的
建
繋
あ
ふ

h
i体
に
一
括
し
て
委
託
す
べ
き
で
あ
る
と

論
じ
て
界
主
。

昭
和
=
十
=
一
年
度
鮭
鱒
静
化
事
業
議
行
方
策

生

一
、
北
洋
な
き
今
日
に
於
て
北
海
道
に
於
け
る
鮭
鱒
資
源
は

閏
家
的
安
畑
山
で
之
れ
そ
洞
遊
黙
況
よ
り
4
4
察
す
る
時
は
日

米
、
ソ
一
二
閣
に
閑
語
を
持
つ
杏
源
で
あ
る
か
ら
之
れ
を
培

養
す
る
の
は
国
費
を
も
っ
て
質
施
す
る
の
が
麹
常
で
あ
る

と
考
え
6
。

二
、
鮭
鰐
♂
拐
を
計
蜜
引
に
生
霊
寸

J

る
震
に
は
管
利
d
T
目
的

と
そ
ぬ
全
涜
的
な
何
一
晶
体
で
身
分
を
保
証
さ
れ
た
峨
具
に

依
っ
て
涼
一
倍
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
北
海
道
水
産
階

化
場
が
之
れ
に
常
っ
て
伐
る
誌
が
長
も
安
骨
円
で
あ
り
令
。

一
一
一
、
現
在
の
附J
化
判
明
は
英
の
施
設
が
極
度
の
酷
伎
に
依
っ
て

荒
隠
し
て
居
る
し
物
悩
m
l

出
動
に
依
っ
て
興
え
ら
れ
れ
れ
珠

算
で
は
相
同
定
し
て
目
的
。
府
間
以
場
の
二
分
の
一
し
か
一
昨
日
貸
し

得
な
い
安
情
に
あ
る
が
閤
家
的
資
源
を
培
設
す
る
と
一
式
う

意
味
か
ら
全
拍
儀
場
で
穀
魚
を
抽
践
し
出
来
る
だ
け
多
く

採
卵
占
い
る
事
が
必
裂
で
あ
る
と

J

…
唱
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
夜
営
し
得
な
い
捕
獲
坊
は
予
託
し
て
凱
魚
そ
捕
獲
、

Z
F
O
I
-
d
V
4
4咽咽

ず
る
J
I
努
め
か
ば
な
ら
ぬ
・

四
、
後
来
の
vd皆
捕
獲
場
は
可
成
親
魚
を
多
く
捕
獲
し
得
る

場
所
を
選
定
し
て
行
う
の
で
委
為
抽
一
俊
一
場
は
収
支
償
は
ぬ

場
所
が
K
F
L
。

斯
か
る
燦
件
の
下
に
於
c
m
w利
を
日
的
と
す
る
如
何
な
る

者
に
も
委
託
す
る
事
は
不
適
蛍
で
怠
り
、
全
迫
を
一
丸
と

しJ
引
制
側
阿
国
調
剖
卦
迅
闘
対
団
側
叫
削
倒
吋
早

業
を
還
後
せ
し
め
る
必

J

裂
が
あ
る
。

玉
、
町
村
漁
業
曾
等
に
部
分
的
に
委
託
す
る
事
は
統
一
的
語

繋
を
破
る
の
み
な
ら
ず
、
蕗
余
の
始
接
続
の
経
営
は
更
に
・

困
難
と
な
る
か
ら
鮭
鱒
漁
業
者
及
前
川
の
問
符
者
守
合
む

s
a
t
a
s
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'
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S
E
E
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t
'
S
B
a
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-
-
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E
E
S
-
-

椙
初
比
院
初
個
恥
い
陸
配
れ
和
撚
位
げ
同
腕
佐
惜
の
不
足

は
何
等
か
の
方
法
で
泊
先
し
て
や
る
必
嬰
が
あ
る
。

此
廃
で
注
意
を
要
す
る
事
は
従
来
の
鮭
恥
+
紘
一
殖
水
差
組
合

は
協
力
国
体
と
し
て
協
力
し
て
来
た
事
は
認
め
叫
が
、
事

業
資
施
上
で
誤
解
を
招
く
如
き
点
の
あ
っ
た
事
は
誼
憾
で

あ
っ
た
。

そ
し
て
此
の
国
体
が
鮭
船
漁
業
の
み
に
依
っ
て
組
織
さ
れ

て
居
た
と
云
う
下
に
其
の
原
因
の
一
班
が
あ
っ
た
と
邸
は

れ
る
の
で
、
今
後
は
業
者
と
共
に
mm川
住
民
を
も
組
織
の

中
に
ス
れ
て
強
力
な
間
体
に
す
べ
き
で
る
る
。
町
村
部
右

組
織
の
下
で
捕
溢
事
業
を
結
管
せ
ん
と
す
る
事
は
良
い
が
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英
を
以
っ
て
町
村
財
政
の
一
助
に
せ
ん
と
す
る
怠
闘
の
ら
，

る
の
は
蛍
を
得
な
い
。

然
し
終
戦
に
依
る
北
洋
の
突
失
を
本
遁
内
に
於
亡
カ
バ
ー
せ

ん
と
す
る
鰐
に
は
更
に
飛
躍
的
な
僻
化
事
業
培
法
方
策
を
確
立

す
る
必
妥
が
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
一
一
一
年
の
暮
か
ら
此
の
案
に
つ
い
て
検
討
を
は
じ
め

た
が
英
の
根
本
的
な
問
題
は
官
管
を
前
提
と
し
て
考
う
ぺ
き
か

民
管
を
肯
定
し
て
考
う
べ
き
か
の
点
で
あ
っ
た
。
此
の
間
昭
和

ご
十
三
年
度
の
園
費
掛
川
算
胤
布
が
極
度
に
還
れ
た
鱈
の
緊
念
措

置
、
道
費
歳
入
に
謝
す
る
堕
磁
事
業
、
労
働
基
準
法
に
依
る
漁

夫
舎
修
改
築
の
鎚
の
珠
算
切
換
措
鑑
及
歳
ス
取
立
用
務
等
多
忙

な
用
務
が
績
出
し
て
木
、
交
、
事
業
場
テ
通
じ
て
死
物
狂
い
の

活
動
を
し
た
事
は
既
に
河
知
の
世
帯
質
で
為
る
。

末
年
四
月
水
産
一
聴
で
際
化
場
回
係
の
事
務
を
櫓
同
宿
し
て
居
る

高
橋
技
官
の
騨
化
場
態
管
に
針
ナ
る
見
解
が
表
明
さ
れ
如
何
な

る
方
向
に
措
嵐
を
取
る
べ
き
か
の
線
が
浮
び
上
っ
て
来
た
@

〈
左
記
)北

海

道

水

産

解

化

場

運

替

に

劃

す

る

水
産
臨
増
殖
係
の
見
解
ハ
昭
和
二
十
四
年
四
月
)

'
北
海
道
水
媛
際
化
場
の
遼
管
に
つ
い
て
は
鮭
鱒
増
殖
事
業
法

ハ
俵
稽
〉
を
制
定
す
ベ
く
考
慮
中
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
回
年
度

繋
算
決
定
ま
で
に
公
布
し
た
い
議
定
で
あ
る
が
禽
一
此
の
法
律

が
繋
算
決
定
ま
で
に
吋
公
布
し
得
な
い
場
合
は
同
場
の
事
業
形
態
-

は
園
ぬ
商
管
と

γ
る
か
、
補
助
事
業
と
す
る
か
の
い
ず
れ
か
に

決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

勿
論
右
の
決
定
に
常
つ
て
は
北
海
道
一
臆
と
充
分
打
合
せ
を
す

る
・
前
日
記
法
律
案
の
骨
子
は
該
事
業
ほ
性
格
的
に
は
国
四
管
事
業

で
ゆ
め
る
が
事
業
全
体
は
此
の
法
律
に
明
記
し
て
北
侭
道
に
委
託

し
得
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
収
入
で
賄
え
る
飽
閣
の
専
業
は
逼

管
と
し
牧
ス
で
M
・
え
な
い
部
分
に
つ
い
て
の
み
園
資
支
緋
の
建

前
を
と
る
も
の
と
す
ふ
。

木
場
は
五
月
初
旬
「
鮭
瞬
化
事
業
の
飛
躍
的
地
進
方
策
」
を

立
案
し
て
遺
憾
に
提
出
し
遁
臨
案
と
致
次
に
渉
打
検
討
の
結
呆

木
案
の
内
の
第
二
集
の
方
向
を
取
る
事
に
な
り
此
の
笑
を
基
礎

と
し
て
措
援
を
講
ず
喝
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
〈
左
記
〉

増鮭
.進勝

祝方 化
策事

業
の

a飛
躍

一
、
現



3
4
J
J
A
i
-
r
 

B
、
親
魚
及
探
卵
数
ハ
二
十
コ
一
年
度
〉

捕
さ
同
数
糊
一
一
回
一
一
一
以
ト

計
三
八
三
、
七
五
五
尾

使
用
費
数
糊
一
泊
ぷ
話

計

一

O
四
、
二
七
七
尾

採
卵
数
一
八
円
、
七
七
一
、
六
七

O
粒

c
、
密
柏
駅
況

戦
後

F

巡
一
宇
治
加
旦
大
掛
り
と
な
る
傾
向
島
り
密
総
数
は

河
川
湖
上
数
川
口
八

O
%と
指
定
せ
ら
る
L
河
川
も
あ
る

程
に
て
平
均
五

O
%
で
親
魚
拍
後
数
む
略
同
数
を
密
漁

さ
れ
て
府
る
と
推
一
定
し
て
日
る
e

け
恒
久
万
石
、
鱒
十
七
万
石
漁
獲
金
目
標
と
し
て
居
る
が
、

こ
の
目
標
ほ
我
山
刈
か
ん
の
も
の
で
揮
捉
園
後
同
資
源
地
を

失
っ
た
今
け
と
i
直
に
到
達
ず
る
事
は
困
難
と
し
て
も
嶋

殖
に
よ
っ
て
道
内
の
生
産
を
こ
の
線
迄
擁
護
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
と
一
式
う
努
力
目
標
で
あ
る
。

同
中
道
隠
の
生
産
計
蓄
に
際
し
て
は
二
十
三
日
平
度
よ
り
四
億
粒

を
僻
化
放
流
す
る
様
計
一
寸
前
し
設
備
の
不
足
を
預
算
化
し
て

要
求
L
た
の
で
あ
っ
た
が
、
時
間
算
の
制
誠
と
物
惜
値
上
り

の
屑
そ
の
一
部
を
新
築
叉
は
修
理
し
た
の
み
で
あ
る
か
ら

現
有
設
備
は
不
完
全
で
そ
の
機
能
を
充
分
に
一
俊
樹
博
[
得
な

い
賓
欽
で
あ
る
。

右
の
質
扶
を
具
体
的
に
示
せ
ば
弐
の
通
り
で
あ
v
Q
。

二
、
如
何
に
す
れ
ば
四
億
将
卵
の
目
摂
を
達
成

し
得
る
か

H

U

E

-

p

h

i

l

i

-

-

i

l

目
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司
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A
、
設
的
の
貿
伏

は
け
密
漁
防
止

A
密
漁
岡
山
山
協
九
脅
か
r

清

用
防
止
す
る
と
共
に
親

魚
は
出
来
得
る
丈
け
多

く1
制
川
剖
還
矧
F
J
J

甲
骨
ム
ぢ
蝉
伺
開
制
噌
剰

に
協
九

5dt&qLω
。

B
写
任
監
督
吏
員
を
主
妥

6 



， 

河
川
に
間
置
す
る
事
.

十
勝
川
ハ
3
u
石
狩
川
ハ
3
u
釧
路
川
ハ
Z
U
標
津
川

〈
2
u
虹
別
川
ハ
2
〉
常
呂
川
ハ
2
〉
天
鹿
川
〈
2
v

其
の
他
の
河
川
各
支
場
毎
に
一
名
、
計
二
十
二
名

C
監
視
員
を
増
員
し
て
監
督
吏
員
に
協
力
さ
せ
る
こ
と
-

D
嘗
察
と
の
完
全
な
遁
絡
を
関
り
取
締
質
も
貸
担
す
る
事

E
重
製
河
川
に
は
監
視
船
を
配
置
ず
る
こ
抗

F
泊
川
の
重
要
地
点
に
移
動
式
の
屯
所
を
宮
小
る
こ
と
。

G
密
漁
防
止
に
褒
賞
制
度
を
確
拝
す
る
こ
と
。

同
捕
獲
及
採
卵
方
法
の
再
検
討

A
捕
獲
場
の
位
置
を
再
検
討
し
て
採
卵
本
位
と
ず
る
こ
と

B
捕
獲
経
営
の
方
法
を
再
検
討
し
歩
方
等
を
取
り
入
れ
て

格
闘
獲
能
率
を
高
め
而
も
費
用
を
節
減
し
得
る
様
措
置
す

l

'
Q
こ〉』。

C
各
採
卵
場
に
は
欝
養
仙
聞
を
増
設
し
、
叉
増
水
少
な
き
支

川
等
に
は
長
期
に
自
然
の
献
態
で
蓄
養
し
て
極
力
採
卵

に
つ
と
め
る
こ
と
。

D
米
熱
魚
の
催
割
引
万
設
の
試
験
併
究
を
強
化
ず
る
こ

k

・

同
採
卵
の
奨
闘

各
採
卵
場
毎
に
泉
準
を
定
め
基
準
以
上
採
卵
し
た
場
合
そ

の
寅
教
と
増
加
率
の
各
最
高
の
も
の
を
表
彰
し
優
勝
旗
を

興
え
漁
夫
に
は
奨
間
金
を
奥
え
る
こ
と
。

同
不
足
設
備
の
完
偏

何
億
粒
を
装
解
化
ず
る
に
必
軍
事
設
備
を
可
及
的
言

に
完
借
問
す
る
こ
と
。

A
現
有
の
牌
化
室
に
封
ず
る
不
足
議
を
完
備
す
る
こ
と

B
計
画
中
の
施
誌
の
完
成
を
急
ぐ
こ
を
。

C
向
不
足
す
る
施
設
は
可
及
的
平
4
怪
設
置
出
来
る
援
措

置
す
る
こ
と
@

国
稚
魚
の
保
護

密
漁
防
止
に
置
い
た
専
任
監
督
吏
員
を
活
用
し
て
徹
底
的

に
稽
魚
を
保
護
し
て
減
耗
を
防
止
す
る
こ
と
。

同
移
姫
放
措
仰
の
賀
行

採
卵
が
そ
の
際
化
場
の
設
備
を
満
た
す
に
足
り
な
い
場
合

は
極
力
移
砲
に
よ
っ
て
全
体
資
源
の
滑
加
を
計
る
こ
と
。

同
協
力
圏
体
の
在
り
方
の
検
討
も

協
力
国
体
の
在
り
方
を
飼
礁
に
し
て
沿
岸
漁
民
の
み
な
ら

.
ず
滑
川
伎
民
も
各
そ
の
立
場
か
ら
充
分
の
協
力
を
な
し
得

る
擦
に
措
置
す
る
こ
と
。

内
覧
却
方
法
の
再
検
討
，

地
元
で
心
か
ら
の
協
力
を
得
る
鑓
入
札
に
よ
ら
ず
地
元
の

漁
業
協
同
組
合
等
に
一
一
質
却
す
る
こ
と
@

同
盟
獄
事
業

ω
方
法
再
険
討

盗
聴
事
業
は
本
来
の
採
卵
事
業
が
、
お
ろ
そ
か
に
な
る
快

主
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9 

B
繋
算
の
流
用
を
認
め
ら
れ
ぬ
場
合
は
漸
〈
勝
化
事
業
を
寅

施
し
得
る
程
度
で
拍
獲
事
業
は
全
く
質
施
不
可
艇
で
あ
る

C
人
夫
賃
ハ
流
用
禁
立
科
目
)
よ
り
事
業
費
、
依
費
等
に
流

用
を
認
め
ら
れ
L
ば
掠
獲
場
は
約
四
十
ケ
所
程
度
直
営
し

得
る
見
込
で
あ
る
。

D
踊
蹴
算
流
用
に
つ
い
て
水
産
隠
と
打
合
せ
た
結
果
、
直
に
流

用
す
る
事
は
認
め
ら
れ
ぬ
が
誼
蛍
の
時
期
(
第
三
、
四
今

期
頃
か
)
に
何
程
か
の
流
用
を
大
騒
省
に
交
渉
す
る
の
で

そ
の
成
否
と
金
制
は
全
く
見
通
し
が
つ
か
な
い
。

E
事
業
中
訟
に
於
て
預
算
額
の
嬰
更
は
施
行
上
支
障
が
多
く

質
行
不
可
能
な
の
で
配
布
殻
算
の
ま
L
で
事
業
を
質
施
す

る
方
法
を
考
え
て
水
産
磁
と
折
衝
し
た
い
。

F
-本
年
度
の
事
業
賞
施
方
法
を
検
討
す
る
に
際
し
現
在
九
日
一
線

よ
り
一
歩
前
進
し
賓
効
の
揚
る
方
法
で
而
も
勝
一
糸
斯
業
の

褒
展
に
支
障
な
き
事
そ
原
則
と
し
て
考
察
し
次
の
↑
一
一
案
を

得
た
。

第
一
案

隣
化
事
時
訟
を
閤
裂
で
震
施
し
捕
獲
事
業
は
全
面
的
-
}
協
力

開
閉
体
に
代
行
さ
せ
る
@
但
し
回
明
日
民
が
常
時
捕
獲
場
!
と
円
出
て

採
卵
に
首
る
こ
と
L
ず
る
の
で
、
震
質
的
に
は
直
後
と
何

ら
鑓
ら
な
い
。
向
こ
の
機
自
に
専
任
漁
業
監
官
吏
員
ιv
置

い
て
事
業
態
形
を
強
化
す
る
。

こ
の
場
合
閣
の
牧
ス
ポ
無
く
な
る
の
で
、
或
る
程
度
の
窃

附
金
及
繋
算
の
節
約
に
よ
り
園
に
損
害
を
奥
え
ぬ
様
措
寵

す
る
。

第
ご
案

図
費
藻
算
の
範
関
内
で
卿
化
事
業
の
一
部
と
捕
獲
議
業
の

一
部
を
資
施
上
出
来
内
部
分
を
道
費
で
質
施
す
ろ
。
白
川
こ

の
機
曾
に
専
任
漁
業
監
督
吏
員
を
置
い
て
事
業
態
勢
を
強

化
し
、
百
蹴
百
凶
来
ぬ
捕
猿
場
の
}
部
は
協
力
国
体
に
代
行

さ
せ
る
。

閏
の
収
入
の
被
少
は
支
出
殻
算
の
剰
余
金
を
返
納
し
て
う

め
合
せ
る
。
こ
の
場
合
、
遺
の
枚
支
は
パ
一
フ
シ
ス
を
と
り

際
化
施
設
及
諸
設
備
は
出
来
る
だ
け
強
化
す
る
探
措
置
す

る。第一一平米

勝
化
事
業
と
捕
獲
事
業
を
一
質
的
に
賓
施
す
る
事
は
最
も

理
主
し
い
事
で
あ
る
が
、
珠
算
及
定
員
の
闘
係
で
園
若
く

は
遁
で
一
貫
質
施
す
る
事
は
困
難
な
賀
状
に
あ
る
の
で
事

業
寅
縮
閣
は
公
園
的
な
も
の
に
代
行
さ
せ
、
監
督
取
締
及

試
験
針
先
を
圏
、
若
く
は
併
で
把
握
し
之
を
理
想
的
に
強

化
し
て
現
地
の
各
機
関
に
は
件
臼
の
立
場
か
ら
協
力
せ
し

め
全
体
的
に
は
最
も
強
力
な
態
勢
と
す
る
。

こ
の
場
合
勝
化
事
業
を
賞
施
ず
る
右
代
行
機
捕
に
は
補
助



金
を
交
付
す
る
。

G
協
力
機
関
は
協
力
す
る
こ
と
自
体
が
延
い
て
は
自
己
の
利

径
と
し
て
謹
一
見
す
る
も
の
で
喜
ん
で
自
己
の
立
場
か
ら
協

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
寵
接
の
受
径
を
白
的
と

し
な
い
協
力
国
体
が
各
地
に
出
来
る
事
は
障
げ
な
い
が
之

を
統
轄
す
る
も
の
が
必
要
で
こ
れ
は
脚
化
場
と
直
結
す
る

様
に
し
た
い
。

H
協
力
機
闘
が
完
全
に
出
来
れ
ば
こ
の
協
力
に
よ
っ
て
、
-
本

年
度
か
ら
相
蛍
の
採
卵
喰
加
と
施
設
の
改
善
が
期
待
出
来

るの

前
記
し
た
様
に
騨
化
場
の
述
管
は
官
管
室
別
提
と
し
て
事
業

を
賓
施
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
話
極
の
献
勢
は
…
R
管
を
固
執
す

る
事
の
妥
岱
性
を
欠
く
点
を
考
慮
し
と
「
根
本
方
針
」
の
一
部

改
訂
を
行
い
前
記
方
針
と
併
せ
て
五
月
二
十
七
日
の
水
産
常
伝

委
員
曾
の
承
認
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
ハ
左
記
)

根

本

方

針

10 

一
、
鮭
鱒
卿
化
事
業
は
最
終
的
に
は
受
徒
者
の
一
質
事
業
と
な

す
を
理
想
と
す
る
。

=
、
理
想
到
達
ぜ
る
場
合
の
水
産
購
化
場
の
在
り
方
は
指
導
研

究
機
関
と
な
る
。

コ
一
、
理
想
質
現
の
た
め
左
記
の
寅
施
体
の
育
成
を
す
る
@

ハ
1
)
資
源
を
利
用
す
る
す
ぺ
て
の
者
を
包
含
す
る
質
施
体
b
E

各
水
系
別
に
作
る
。

ハ
sd陪
鱒
資
源
の
性
一
は
よ
り
全
謹
の
綜
合
的
計
者
に
基
い
て

質
施
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
偶
々
の
貿
施
体
聞
に
有
機
的

連
繋
を
保
つ
組
純
を
必
要
と
す
る
・

四
、
現
在
の
伏
勢
よ
り
急
速
に
騨
想
の
到
達
は
困
難
な
る
を
以

て
左
記
に
よ
り
食
施
す
る
。

ペ
1
)
事
業
主
休
は
遁
と
す
る
@

(
2
v
這
で
賞
施
不
可
能
の
面
は
闘
係
者
に
よ
り
之
を
由
民
施
す

る。(
a
〉
脚
化
放
流
は
賢
施
体
の
協
力
を
得
て
官
管
で
笈
施
す

る。

ハb
)親
魚
捕
獲
事
業
は
賞
施
体
に
一
部
代
行
さ
せ
る
。

ハ
@
)
親
魚
及
稚
魚
の
保
護
に
協
力
さ
せ
る
。

宜
、
ハ
以
下
け
現
況
及
同
如
何
に
す
れ
ば
目
標
を
達
成
し
得
る

か
の
仙
川
迄
は
前
掲
五
頁
の
五
月
提
出
原
案
と
同
様
で
あ
る
o

但
し
同
の
表
は
次
の
通
り
洞
闘
増
が
加
え
ら
れ
た
ほ
か
(
十

一
)
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
〉

一
関
心
ゴ
山
道
官
誠
一
割
叫
剖
」
町
l
l
1
1
1川川
l

一

一
F

ヒ
一
一
蛍
一
四
伊
一
司

r

R

E

F

-
舗
前
同
一
出
話
凶
間
一
雨
期
お
も

E
O淡
色
品
取
づ
か
一

-
S
F
一
一
】
∞
・
白
星

u
a

一
A
U
S
~い
4
.
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仕
の
案
に
依
る
場
合
は
一
部
を
民
間
に
委
託
す
る
事
と
な
る

の
で
あ
る
。
民
間
に
行
は
せ
る
場
合
の
具
体
案
と
し
て
は
必
ず

し
も
怠
見
の
一
致
を
見
な
か
っ
た
。
即
ち
銃
に
法
的
に
勝
化
事

業
の
協
力
圏
体
で
あ
っ
た
北
海
澄
倍
鱒
養
殖
水
琵
組
合
は
「
臨

時
措
置
法
」
に
依
っ
て
解
散
す
る
事
と
な
っ
て
居
り
ハ
十
月
二

十
四
日
解
散
)
協
力
民
間
圏
休
の
中
心
努
力
と
な
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
理
由
は
無
く
な
っ
て
居
た
の
で
活
隠
と
協
議
の
結
果
各
河
川

毎
に
沿
号
沿
業
者
、
泊
川
居
住
者
を
以
っ
て
協
力
体
を
組
織
す

る
と
共
に
其
の
有
機
的
連
繋
を
仲
間
保
す
る
篤
に
中
央
に
協
力
曾

遁
合
曾
を
置
く
事
に
一
躍
意
見
の
一
致
を
見
た
の
で
あ
る
@

根
本
方
針
の
第
一
僚
は
「
鮭
鱒
勝
化
事
業
は
最
終
的
に
は
受

、u

盆
者
の
一
賞
事
業
と
な
す
を
理
想
と
す
る
」
と
規
定
し
た
。
そ

し
て
之
れ
は
勝
化
事
業
官
営
の
昭
和
九
年
以
来
の
方
針
に
終
止

符
を
打
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

此
の
方
針
が
鼓
表
さ
れ
る
や
一
般
闘
係
者
は
直
ち
に
民
営
に

移
行
す
る
も
の
の
如
く
考
え
猛
烈
な
受
託
運
動
を
展
開
し
動
描

ず
る
傾
向
が
見
え
た
の
で
木
場
は
溢
憾
と
も
打
合
せ
、
二
十
四

年
七
月
二
十
六
日
北
勝
第
五
八
一
一
務
官
以
っ
て
「
勝
化
事
業
の

根
本
方
針
に
つ
い
ζ

」
や
各
支
、
事
祭
場
に
通
知
し
最
終
理
想

と
悔
「
業
者
が
自
ら
の
負
担
に
於
て
鮭
八
万
石
、
鱒
六
万
石
、

を
維
持
す
る
た
め
鮭
卵
四
億
八
千
万
粒
、
鱒
卵
二
億
粒
の
勝
化

放
流
を
寅
質
的
に
質
施
さ
れ
得
る
態
勢
に
到
達
し
た
と
認
め
た
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時
期
で
あ
る
」
と
規
定
し
そ
れ
湿
の
聞
は
所
謂
指
稽
的
段
階
と

し
て
遁
内
際
化
場
が
指
渇
摺
を
把
幅
曲
し
て
居
る
も
の
で
あ
り
、

軽
卒
な
行
動
を
謹
し
む
べ
き
で
あ
る
事
を
通
告
し
た
。
そ
し
て

此
の
指
準
的
段
階
に
於
け
る
措
置
こ
そ
最
も
必
要
な
も
の
で
あ

る
と
し
て
這
は
昭
和
二
十
四
年
八
月
二
十
四
日
附
丑
水
第
九
九

六
競
守
以
っ
て
「
鮭
鱒
醇
化
事
業
の
強
化
樋
充
に
つ
い
て
」
を

設
表
し
た
の
で
ゐ
る
。

'.旬、、

に勝
つ化
い事
て業

の.
根
本
方
針

桑
に
支
場
長
曾
議
に
於
い
℃
指
示
し
た
根
本
方
針
並
に
そ
の

指
置
は
鮭
鱒
熔
化
事
裁
を
飛
躍
的
に
強
化
鑓
充
し
包
つ
民
、
主
的

に
賓
施
せ
ん
と
す
る
た
め
の
方
向
並
に
}
般
的
方
法
を
指
示
し

た
も
の
で
あ
る
が
将
来
の
方
向
を
示
し
た
も
の
と
直
に
寅
猶
ず

る
も
の
と
少
混
同
す
る
旧
民
れ
が
あ
る
の
で
左
記
の
通
り
補
足
説

明

す

る

。

，

倫
.
賓
胞
に
蛍
っ
て

d
具
体
的
措
置
と
し
て
は
別
紙
「
侍
騨

蹄
化
卒
業
強
化
出
充
針
策
」
の
通
り
で
あ
る
が
、
各
現
地
の
事

業
資
施
の
要
領
は
従
来
と
殆
ん
ど
大
差
が
然
い
か
ら
混
飢
を
来

き
ぬ
様
各
事
業
場
に
も
そ
の
主
旨
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

殊
に
強
化
蝿
充
針
策
は
道
鴎
か
ら
其
キ
の
交
際
に
通
牒
せ
ら

れ
る
趣
き
で
あ
る
が
事
情
の
無
理
解
か
ら
根
本
方
針
を
腹
立
返

え
即
時
民
間
移
行
を
強
行
せ
ん
と
す
る
肉
に
釣
し
て
は
主
導
抽
艇

が
飽
く
迄
も
勝
化
場
に
あ
る
黙
を
自
野
せ
ら
れ
左
記
の
説
明
を

補
足
資
桝
と
し
て
指
導
せ
ら
れ
る
様
希
望
す
る
。

記

設

明

一
、
根
本
方
針
の
け
に
あ
る
長
終
理
想
と
は
「
業
者
が
自
ら
の

負
担
に
於
て
鮭
八
万
石
、
鱒
六
万
石
ハ
十
七
万
石
を
訂
正
v

'
を
維
特
す
る
矯
鮭
卵
四
億
八
千
万
粒
、
鱒
卵
二
億
粒
の
際
化

放
流
を
賓
質
的
に
寅
施
さ
れ
得
る
態
勢
に
到
達
し
た
と
認
め

た
時
期
で
あ
る
」
と
規
定
し
同
に
あ
る
「
関
想
に
到
達
せ
る

場
合
」
と
は
こ
の
時
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

二
、
従
っ
て
そ
れ
は
何
年
先
の
事
か
不
明
で
あ
る
が
(
根
本
方

針
惜
の
期
間
)
そ
の
間
は
、
即
ち
指
準
的
段
階
と
し
て
別
紙

強
化
撹
充
針
策
に
則
っ
て
協
力
体
を
育
成
指
摺
惜
し
将
来
の
賓

施
体
に
な
句
得
る
方
向
に
一
誘
着
す
る
期
間
で
あ
り
理
想
形
態

え
移
行
し
た
者
を
意
味
す
る
も
の
ち
は
な
い
か
ら
此
の
耕
留

意
さ
れ
た
い
。

三
、
そ
の
聞
は
根
本
方
針
に
あ
る
寅
施
体
な
る
名
稽
は
協
力
体

-
F
」
一
云
う
名
郡
に
慶
更
し
用
う
る
事
に
し
た
@

四
、
別
紙
燐
化
事
業
の
強
化
擦
充
針
策
の
「
同
措
置
」
の
項
は

こ
の
指
導
的
段
階
と
し
て
の
期
間
に
於
け
る
措
置
を
示
し
た

J

1

l

a
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五
、
施
設
の
強
化
趨
五
を
計
る
翁
に
委
託
代
行
の
採
卵
場
に
針

し
て
は
忠
則
附
会
を
割
嘗
て
る
。

そ
の
内
誇
は
園
陸
納
入
金
、
道
費
納
入
金
及
協
力
費
で
る
る

六
、
協
力
体
育
成
指
導
に
針
し
て
は
木
場
よ
り
係
官
を
波
遣
し

現
地
に
於
て
懇
談
す
る
匂

七
、
右
を
宿
一
示
す
れ
ば
衣
の
如
く
で
あ
る
。

国
↑
謀
関
与

鮭
鱒
鮮
化
事
業
強
化
捷

充
に
就
て
ハ
八
二
一
四
、
京
第
九
九
六
波
)

14 

標
詑
に
つ
い
て
は
位
縛
牌
化
事
業
の
渡
良
を
期
す
る
た
め
猿

て
よ
り
針
策
を
審
議
中
の
庭
、
今
般
別
紙
の
如
く
嬰
制
に
基
い

て
質
施
せ
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
の
で
資
管
下
に
胤
知
方
取
計
ら

は
れ
る
と
共
に
濯
管
に
紅
白
つ
て
は
支
憾
と
も
漣
絡
協
調
の
上
指

議

を

願

い

度

い

.

ザ

向
こ
の
件
に
つ
い
て
は
闘
係
支
藤
、
市
に
針
し
て
も
別
紙
袋

1

・♂
V

司
、
ヱ
モ
ー
タ
ヲ

J

J

J

J

 

の
と
お
句
通
牒
し
た
の
で
参
考
諮
に
申
し
添
え
る
・

鮭
鱒
柳
川
化
事
業
内
強
化
膿
充
針
策

て

目

標

北
海
護
に
於
け
る
鮭
鱒
勝
化
事
業
は
本
這
沿
岸
に
於
け
る
鮭

漁
獲
高
八
万
石
、
鱒
ム
ハ
万
石
を
維
持
す
る
た
め
舵
卵
四
億
λ

千
万
粒
、
時
卯
二
億
粒
の
醇
化
放
洗
面
目
標
と
し
て
質
磁
す

る。

二
、
措
置

右
の
事
業
は
擦
を
達
成
す
る
た
め
次
の
措
置
を
誘
ず
る
・

1
施
読
の
強
化
儲
充

北
海
道
水
蓬
僻
化
場
の
現
存
施
設
は
一
億
七
千
万
粒
で
、

目
標
の
四
億
八
千
万
粒
に
劉
し
、
三
億
一
千
万
粒
不
足
で

あ
る
の
で
左
に
よ
っ
て
そ
の
念
速
な
る
撃
備
蹟
充
を
岡
る

〈

1
)
園
主
及
び
道
廷
に
よ
る
撹
充

ハ
2
)

鮭
鱒
漁
業
者
の
資
源
利
用
に
依
る
利
盆
の
還
元

(

3

)

モ
ヲ
ル
水
系
に
於
け
る
捕
獲
親
魚
に
依
る
利
盆
の

還
元

(4υ

園
U
A

び
遁
よ
り
梯
下
げ
る
親
魚
の
利
用
に
よ
る
利

盆
の
還
元

自
由
採
卵
成
居
眠
の
向
上

次
の
諸
事
項
の
賞
施
に
よ
っ
て
採
卵
成
績
の
向
・
ょ
を
問
る
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採
卵
技
術
の
向
上

湖
上
親
魚
の
保
護
強
化
に
依
る
捕
獲
親
魚
教
の
増

〈

1
〉

ハ
2
)大

(3υ

採
卵
場
位
置
の
再
検
討

&
際
化
事
業
協
力
体
の
組
織
及
育
成
指
導

ハ1
)

協
力
体

協
力
休
は
原
則
と
し
て
水
釆
を
単
位
と
し
て
次
の
闘
係
者

を
以
て
組
織
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
関
係
者
の
協
議
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
た
構
成
者
の
何
れ
か

r
主
体
と
な
っ
て
民

主
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

川
鮭
鱒
漁
業
者

同
倍
鱒
と
密
接
な
闘
係
を
有
す
る
漁
業
者
の
代
表

川
沿
川
居
住
民
ハ
者
)
の
代
表
〈
部
落
単
位
に
一
名
程

度〉

同
漁
業
協
同
組
合
長

岡
市
町
村
長
及
び
市
町
村
議
曾
議
員
よ
り
二
名

川
英
の
他
這
が
泊
官
と
認
め
た
者

(

2

)

全
道
的
連
合
組
織
体

鮭
鱒
資
源
の
維
持
病
養
は
全
這
の
綜
合
計
画
に
基
い
て
寅

施
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
万
全
を
矧
し
得
な
い
の
で
鼠
位
協

力
燈
及
び
英
の
他
の
闘
係
国
体
の
聞
に
有
機
的
連
繋
を
保

つ
民
主
的
組
織
体
の
設
置
が
望
ま
し
い
.

s
t

モ
デ
ル
採
卵
場
の
設
置

協
力
体
を
し
て
積
極
的
に
協
力
せ
し
む
る
た
め
の
指
導
的

段
階
と
し
て
趨
蛍
な
採
卵
場
を
指
定
し
て
モ
デ
ル
と
す
る

モ
デ
ル
採
卵
場
に
罰
し
て
は
弐
の
係
件
に
よ
っ
ず
親
魚
捕

獲
蓄
養
及
び
採
卵
を
協
力
体
に
委
託
代
行
せ
し
む
る
・

ハ
1
)

事
業
資
施
に
嘗
つ
て
は
北
活
道
水
産
勝
化
場
の
指

揮
に
従
う
こ
と

〈
2
)
責
任
採
卵
教
を
果
す
こ
と

ハ
3
)

施
設
強
化
構
充
に
M
討
す
る
支
任
急
権
制
を
完
納
す

る
こ
と

〈

4
)
捕
獲
し
た
親
魚
は
這
の
必
要
と
す
る
も
の
を
除
き

無
償
で
挽
下
げ
る
こ
と

(
b
〉
挑
下
げ
を
受
け
た
鶏
魚
の
相
官
数
量
は
地
元
沼
川

居
住
者
の
食
用
に
・
供
す
る
こ
と

(

6

V

仲
間
件
逮
背
の
者
に
針
し
て
は
次
年
度
よ
り
委
託
代

行
を
停
止
す
る
こ
と

ふ
道
に
於
て
捕
獲
し
十
親
魚
の
魔
分

道
に
於
て
捕
催
し
た
親
魚
は
這

ω
必
要
と
す
る
数
量
を
除

い
た
も
の
を
次
の
僚
件
に
よ
っ
て
そ
の
捕
獲
場
の
所
在
ず

る
協
力
作
に
趨
仲
間
阿
国
格
宮
以
て
抑
下
げ
を
す
る
。

ハ
1
)

梯
下
げ
を
受
け
た
親
魚
の
柑
蛍
数
量
は
地
元
沿
川

居
住
者
の
食
用
に
供
す
る
こ
と
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(
Z
U

施
設
強
化
描
充
に
要
す
る
責
任
負
溜
額
を
完
納
す

る
こ
と

(

8

)

燦
件
蓮
詳
の
者
に
濁
し
て
は
次
年
度
よ
り
梯
下
げ

-be
停
止
す
る
こ
と

鮭
鱒
脚
滑
化
事
業
強
化
蹴
充
、
に
つ
い
て

(
入
、
二
一
一
一
、
部
長
よ
り
市
、
支
藤
長
へ
の
通
牒
υ

我
が
閤
唯
一
の
も
の
と
な
っ
た
木
渇
周
遁
海
域
の
鮭
鱒
資
源

は
殆
ど
人
工
勝
化
事
業
に
よ
っ
て
維
持
培
養
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
こ
の
資
源
の
増
大
は
木
事
業
の
強
化
蹟
充
に
よ
っ
て
直
に

期
待
出
来
る
も
の
で
あ
る
が
、
諸
般
の
情
勢
よ
り
既
定
方
針
を

も
っ
て
は
、
そ
の
念
速
な
る
賢
現
は
困
難
と
認
め
ら
れ
る
の
も

今
般
別
紙
の
通
旬
関
係
者
の
全
幅
的
協
力
を
得
て
、
本
中
追
鮭
鱒

入
ヱ
勝
化
事
業

ω強
化
撞
充
を
困
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
闘
係

肉
え
周
知
方
取
計
ら
わ
れ
る
と
共
に
協
力
体
の
組
織
及
び
運
営

に
つ
い
て
は
北
海
温
水
産
防
化
場
と
一
連
絡
協
調
の
上
指
準
闘
い

た
い
。泊

っ
て
モ
デ
ル
採
卵
場
に
於
け
る
親
魚
捕
獲
蓄
養
及
び
採
卵

は
原
則
と
し
て
各
単
位
協
力
体
に
委
託
代
行
せ
し
む
る
方
針
で

あ
る
が
、
木
事
業
に
鈎
し
深
い
認
識
を
有
し
而
も
嗣
係
者
の
完

全
な
る
了
解
の
下
に
充
分
な
協
力
を
期
待
出
来
得
る
態
勢
に
あ

る
市
町
村
は
例
外
と
し
て
委
託
代
行
の
鈎
象
と
な
り
得
る
、
も
の

で
あ
る
か
ら
了
知
せ
ら
れ
た
い
。
品
川
協
力
体
は
事
業
者
国
体
法

'
1
1
3
j
遭
遇

に
埠
定
さ
れ
て
い
る
圏
体
で
あ
る
の
で
該
法
に
於
て
許
容
さ
れ
・

て
い
る
以
外
の
行
待
は
公
正
取
引
委
員
曾
の
承
認
を
受
け
な
け

れ
ば
寅
施
出
来
な
い
の
で
親
魚
捕
獲
事
業
に
伴
う
経
済
符
矯
は

木
法
に
紙
鯛
し
な
い
方
法
に
よ
っ
て
質
施
す
る
様
併
せ
て
指
酒
場

願
い
た
い
.

叉
協
力
体
の
組
織
を
完
了
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
モ
の
規
約

構
成
者
ハ
住
所
、
氏
名
、
職
業
)
及
び
協
力
体
運
営
の
主
体
と

な
る
者
を
至
急
報
告
せ
ら
れ
た
く
申
し
添
え
る
@

a
q
 

倫
民
間
の
受
託
謹
動
に
劉
ず
る
水
産
臆
の
方
針
と
し
て
左
記

を
参
照
さ
れ
皮
い
と
思
う
・
こ
れ
は
北
見
の
常
呂
村
が
常
呂
川

の
借
鱒
親
魚
捕
獲
事
業
b
z
村
管
と
し
て
委
託
賓
施
ぜ
し
め
ら
れ

度
い
と
す
る
請
願
(
閤
曾
委
員
曾
に
関
す
る
)
に
釣
し
農
林
大

臣
が
附
し
た
意
見
で
あ
る
.

二
四
農
閣
第
一
一
一
五
回
号

常
呂
村
の
鮭
鱒
養
獄
事
業
蹟
充
等
に
闘
す
る
詩
願

に
つ
い
て内

閣
衆
五
欝
第
七
四
入
号

請
願
第
四
八
七
号

請
願
者
小
林
千
代
松
外
二
名

会
商
一
闘
の
要
旨
)



1'1 

一
、
常
呂
川
水
係
に
於
け
る
鮭
鱒
人
工
勝
化
地
設
を
拡
充
せ

ら
れ
度
い
。

二
、
常
日
村
内
に
あ
る
北
海
道
水
産
静
化
場
北
見
支
場
附
属

常
呂
採
卯
場
に
お
け
る
慌
鱒
親
魚
捕
獲
事
業
を
地
一
万
刷
用
呂

村
に
委
託
寅
施
ぜ
し
め
ら
れ
た
い
@

右
は
第
五
園
品
目
衆
議
院
に
お
い
て
採
接
さ
れ
た
。

ハ
右
に
謝
す
る
意
見
)

一
、
常
呂
川
水
来
に
現
在
碕
設
せ
ら
れ
て
居
る
鮭
鱒
人
工
勝

化
場
は
北
海
浸
水
一
一
医
師
附
化
場
北
見
支
場
の
騨
化
室
で
慨
妥

は
左
の
湿
り
で
あ
る
。

敷
地
問
積
七
、
一
三
七
坪

事
務
室
一
棟
一
九
州
吋

時
化
門
会
六

O
坪
牧
容
能
力
供
卯
一
、
五

O
O万
粒

鱒

卯

七

O
O万
粒

採
卵
室
六
坪
・

稚
魚
池
、
コ
二
六
坪

然
る
に
最
近
十
一
一
一
ヶ
年
間
の
常
呂
川
水
系
沢
上
親
魚
よ
り

の
採
卵
技
、
年
一
や
均
は
鮭
九
九
七
万
粒
、
鱒
五
六
万
四
千

粒
で
勝
化
能
力
の
範
圏
内
で
あ
る
。
但
し
、
施
設
の
老
朽

破
損
等
も
あ
る
こ
と
と
て
、
こ
れ
等
不
備
の
個
所
は
補
足

修
理
を
加
え
て
勝
備
銀
し
皮
く
な
お
茂
術
の
向
上
密
漁
の

防
止
等
に
よ
っ
て
採
卵
裁
を
滑
加
し
現
宥
施
設
に
て
不
足

ず
る
時
は
更
に
拡
充
を
考
慮
致
し
た
い
。

二
、
湖
河
し
た
肘
鱒
親
魚
の
捕
獲
事
業
は
鮭
鱒
資
源
の
性
欣

か
ら
全
意
的
な
綜
合
計
留
に
基
い
て
賢
施
し
、

E
つ
個
々

の
資
施
休
聞
に
有
機
的
連
繋
を
確
保
し
得
る
全
這
を
一
丸

と
し
た
組
純
を
必
裂
と
す
る
の
で
、
軍
に
一
常
呂
村
の
問

題
と
し
て
の
み
で
な
く
、
北
海
道
の
俳
鱒
時
化
放
流
事
業

の
一
環
と
し
て
考
え
た
い
。

震
に
惜
鱒
詳
、
源
の
増
殖
に
協
力
し
よ
う
と
す
る
各
種
漁

業
者
、
地
元
市
町
村
そ
の
他
密
漁
防
止
協
力
国
体
等
闘
係

各
界
を
網
羅
し
た
全
治
的
な
勝
化
現
業
協
力
体
の
組
織
の

結
成
や
待
っ
て
親
魚
捕
獲
一
事
業
の
佃
キ
の
賓
施
ほ
を
考
慮

す
る
様
に
致
し
度
い
。

右
閣
曹
を
求
め
る
@

昭
和
二
十
四
年
八
月
日

農
林
大
臣

官
田
茂
殴

森

幸
太
郎

内
閣
組
理
大
臣

三
.
結

ぴ

以
上
で
委
託
経
溢
の
あ
ら
ま
し
を
誼
ぺ
た
・
五
口
々
に
託
さ
れ

た
仕
事
は
此
の
協
力
曾
を
育
く
み
そ
だ
て
て
行
く
事
で
る
り
芙

の
は
ぐ
く
ん
行
環
境
下
に
於
て
よ
り
多
く
の
稚
魚
を
放
す
鏡
の

技
術
を
搭
嘗
す
る
事
で
あ
る
。

s
r
b
帆
婦
が
に
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時
の
品
川
れ
と
共
に
政
治
の
あ
り
方
が
獲
る
事
は
や
む
を
得
な

い
と
し
て
も
吾
々
が
其
の
技
術
に
針
す
る
調
査
研
究
を
怠
っ
て

も
良
い
と
一
式
う
時
代
は
な
い
管
で
あ
る
。
閣
官
を
増
す
事
が
正

し
い
と
す
る
理
論
が
嬰
ら
ぬ
限
り
は
其
れ
に
封
ず
る
我
々
の
努

力
も
亦
韻
げ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
@

勝
化
卒
業
の
行
き
方
に
つ
い
て
は
色
々
批
判
さ
れ
て
い
る
が

技
術
え
共
の
管
理
の
開
局
に
つ
い
て
内
部
か
ら
何
等
の
問
題
も

提
供
さ
れ
ず
に
流
れ
て
居
る
の
は
ど
う
し
た
事
だ
ろ
う
@

一
面
に
は
今
垣
の
技
術
か
紹
釣
的
に
正
し
い
方
法
で
あ
る
か

ら
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
然
し
又
一
面
に
は
蝉
化
場
負
が
必
然

的
に
起
。
疑
問
に
鈎
し
℃
そ
れ
を
開
拓
ぜ
ん
と
す
る
熱
窓
と
努

力
が
欠
け
て
居
る
の
だ
と
す
る
凡
方
も
あ
る
の
で
あ
る
。

す
べ
て
物
議
は
必
然
性
が
な
け
れ
ば
進
ま
な
い
。
然
し
必
然

を
必
然
と
え
な
い
時
代
感
貸
で
も
伽
戸
市
は
進
ま
な
い
の
で
る
る

話
口
々
は
脚
化
事
業
抽
出
反
の
局
に
は
火
の
玉
と
な
っ
て
進
ん
で
行

き
度
い
と
嵐
っ
て
居
る
。

協
力
討
を
育
て
る
と
一
式
う
専
は
抜
大
抵
の
事
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
出
口
々
の
必
え
か
ら
云
え
ば
内
-
制
業
者
の
大
部
分
が
自
分
一
連

の
慢
っ
た
漁
挺
仰
を
棚
上
げ
し
て
北
海
迫
全
治
岸
漁
獲
高
の
一

割
し
か
な
い
河
川
内
漁
獲
魚
の
み
を
針
照
と
し
て
勝
化
事
業
の

強
化
拡
充
を
計
ら
ん
と
す
る
世
帯
自
体
が
お
か
し
い
し
、
叉
泊
川

住
民
の
み
が
そ
れ
を
捕
獲
利
用
す
る
の
楳
利
が
あ
る
の
だ
と
呼

h 、ψh 

駒4

号
す
る
事
も
お
か
し
い
と
思
う
。

吾
キ
は
全
建
網
業
者
の
方
が
英
の
漁
獲
一
向
の
何
%
か
を
締
化

事
業
の
矯
に
還
元
す
る
事
を
切
翠
致
し
度
い
と
同
時
に
湖
上
を

は
じ
め
た
舵
鱒
の
卵
巣
が
一
進
攻
成
黙
す
る
過
程
に
於
て
、
之
等

の
魚
影
監
組
し
保
護
す
る
の
に
最
も
関
係
あ
る
河
川
住
民
の
理

解
あ
る
協
力
を
盟
主
度
い
の
で
あ
る
・

中
迫
隠
指
示
に
よ
る
「
勝
化
事
業
強
化
措
充
針
策
」
に
よ
っ
て

褒
足
し
た
協
力
曾
は
其
等
を
理
想
的
に
包
含
ぜ
し
め
ん
と
し
た

も
の
で
理
論
的
に
全
く

E
し
い
在
り
方
だ
と
考
え
る
。

閤
際
的
地
位
に
立
っ
た
北
海
道
に
於
け
る
位
閑
人
工
勝
化
両
事

業
を
益
々
設
展
ぜ
し
め
る
掃
に
虫
口
々
は
常
に
自
己
反
省
し
な
が

ら
前
記
の
諾
係
件
を
如
何
に
理
解
ぜ
し
め
て
解
決
し
て
行
く
か

を
中
心
線
と
し
叉
方
向
と
し
て
事
業
を
抽
出
廷
し
、
協
力
を
推
進

し
て
行
き
庭
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

(
二
回
、
二
一
、
一
四

三
原
詑
〉




